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報告書要点 

目的・目標に対する成果 

＜目的②＞ 

地域の祭りの趣きを感じ、その大切さを体感するとともに、地域における祭り
の本質的な価値を感じてもらう。 

＜目的①＞ 

海にまつわる物語を持つ祭りへの参加経験や、漁師など海と共に暮らす釜石
の方々との交流を通じて、海への好奇心を高めてもらう。 

＜目的③＞ 

人々の暮らしが海と密接に関わってきた釜石のルーツを知ることで、持続可能なコミュニ
ティの在り方を考え、行動するためのきっかけとしてもらう。 

【定量】事前事後アンケートより 

①海が好き：4.5→4.5 KEEP   ②海への親しみ：4.1→4.2 UP   ③海への興味関心：4.2→4.2 KEEP 

※もともと海に馴染みのある参加者が多く、事前アンケートのポイントが高め（詳細参照：p.25） 

【定性】祭体験や地域の人との関わり合いから、参加者にとって海の存在感の高まり・醸成がうかがえた 

（詳細参照：p.12,13）   
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＜目標＞ 

参加人数20人 

18人が参加しました（詳細参照：p.23） 。 

実際に祭りに入って体験する中で釜石の活気を感じ、地元の方との交流により学びを得て
もらったが、参加者全員が釜石のルーツを感じ取れたかは不明。都度振り返りを行い、それ
ぞれの学びを共有し最大化を試みたが、それが「自分ごと化」されたかは疑念も残る。 

参加者が祭りの背景を学び、祭りの始まりから終わりまでを地域の人と共につくりあげた経験
を通じて、その価値を感じてもらえた（詳細参照：p.12,13）。 



プログラム概要 

プログラムの流れ 

参加対象者 

大学生 

 学ぶ： 

① 釜石と海の関連性（水産業の変遷など）を学ぶ 

② 祭りと海の関連性（祭りのルーツなど）を学ぶ  

③ 仲見世商店街と地域コミュニティの活動を見学 

 

 体験する： 

① 曳舟まつり参加・観覧 

 （舟に乗って参加する学生と、 

  漁船や海岸から観覧する学生に分かれる） 

② 牡蠣養殖場見学 

③ 蒸し牡蠣をいただきながら、地域の人々 

 （漁師、地域おこしに関わる人々）との交流 

④ 尾崎神社例大祭での神輿担ぎ、行列参加 

説明会 兼 
オリエンテーション 

祭り本番 報告会 

コンテンツ要素 
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説明会 兼 オリエンテーションについて 

イベント概要 

イベント名称 
海の祭から地域の『ルーツ』を探るin釜石 

説明会 兼 オリエンテーション 

開催日程・場所 

2018年9月13日：大正大学（東京都豊島区） 

    10月01日：岩手大学（岩手県釜石市） 

    10月05日：聖学院大学（埼玉県上尾市） 

    10月10日：岩手大学（岩手県盛岡市） 

    10月20日：岩手県釜石市 

参加対象者 大学生 

参加者数 上記5箇所で計96名 

企画関係者 
一般社団法人マツリズム 

釜石市、尾崎100年学舎、株式会社パソナ東北創生 

実施内容 

 祭りについて：「祭りとは何か？」、「祭りの持つ力とは？」など 

 釜石について：釜石と海の関連性を説明 

   ・ 「鉄と魚とラグビーの街」と言われる釜石の産業の特徴 

   ・ 水産業の変遷 

   ・ 震災での津波被害 

 釜石まつりについて：祭りと海の関連性を説明 

      ・ 尾崎神社について（海上安全・大漁を祈願する海の神様） 

   ・ 「釜石まつり」の特徴 

   ・ 「曳舟まつり」という神事の流れ 

 マツリズムの活動について 

 日本財団「海と日本プロジェクト」の活動について 
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説明会 兼 オリエンテーションについて 

当日の様子 

大正大学にて 聖学院大学にて 

岩手大学にて 集合写真（岩手大学にて） 

釜石市にて（祭り当日） 釜石市にて（祭り当日） 
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祭り当日のプログラムについて 

イベント概要 

イベント名称 海の祭から地域の『ルーツ』を探るin釜石 

開催日時 2018年10月20日（土）、21日（日） 

開催場所 岩手県釜石市 

参加対象者 大学生 

参加者数 18名（うち3名は社会人） 

企画関係者 
一般社団法人マツリズム 

釜石市、尾崎100年学舎、株式会社パソナ東北創生 

実施内容 
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時間 スケジュール 

06:10 民宿前集合 

→尾崎神社（里宮）へ 

08:00 市内渡御 開始 

11:00 シープラザ到着、昼食 

12:25 シープラザ出発 

15:30 釜石港で曳舟を見送る 

16:00 尾崎神社に戻り、衣装返却 

17:00 振り返り＠情報交流センター 

18:30 解散 

＜2日目＞ 釜石まつり 市内渡御 

各チーム集合後 

チームA チームB チームC 

・ オリエンテー 

   ション 

・ 海岸から曳舟 

   まつりを観覧 

・ 奥宮へ行く 
・ 海上から曳舟 

   まつりを観覧 

・ 牡蠣養殖場 

 見学 

・ 奥宮へ行く 
・ お召舟・お供 

   舟に乗り曳舟 

   まつりに参加 

3チーム合流後 

時間 スケジュール 

12:30 

 ～15:00 

尾崎白浜にて漁師さんと交流会  
※途中合流のチームあり 

16:00 仲見世商店街を見学 

18:00 民宿前川に到着 

18:30 参加者と地域の人で懇親会 

＜1日目＞ 曳舟まつり 

1日目の曳舟まつりは祭り舟の乗船定員の都合で、全員が祭りに参加すること
が困難であったため、3チームに分かれてプログラムを進行。 

それぞれのプログラムからの別々の気づきが得られるという良さを活かし、気づき
共有し議論する場を多く設けた。（詳細参照：p.11） 

 

 

それぞれのプログラムの意図を書くとFBもらった
が、p.4にあるし要らないのでは？ 

1日目 

・ 曳舟まつり：【チームA】祭り舟乗船（祭り参加）           

          【チームB】海上（漁船）から観覧         

                        【チームC】釜石港から観覧   

・ 牡蠣養殖場見学 

・ 尾崎白浜にて牡蠣漁師と交流会 

・ 仲見世商店街と地域コミュニティの活動を見学 

・ 参加者と地域の人で懇親会 

・ 民宿前川に宿泊 

2日目 
・ 釜石まつり 市内渡御：神輿担ぎ、行列参加 

・ 振り返りを実施 



祭り当日のプログラムについて 

配布物 

しおり、海プロ説明リーフレットを配布しました。 

＜しおり＞ 
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参加者の名前 参加者の名前 参加者の名前 

※当日変更内容 

・ 2日目の昼休憩場所は郵便局前の広場に変更 



祭り当日のプログラムについて 

当日の様子 

曳舟まつり参加・観覧 

牡蠣漁師との交流会 

市内渡御（神輿担ぎ） 

振り返り 集合写真（牡蠣漁師との交流会） 

集合写真（釜石港にて） 
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＜1日目＞ ＜2日目＞ 



振り返り① 振り返り② 振り返り③ 

 

1日目  

仲見世商店街にて 

 

1日目  

民宿前川での懇親会にて 

 

2日目 全プログラム終了後 

情報交流センターにて 

祭り当日のプログラムについて 

学びを深める取り組みについて 
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今回のプログラムは、1日目前半は3チームに分かれてプログラムが進行され、 

参加者やプログラム関係者の属性（年齢・出身・大学や所属学部）も様々 

でした。 

そのため、ジグゾー法という手法を使って要所要所で振り返りを実施し、様々な
立場の人から気づきをシェアしてもらうことで、個々の学びが深まっていくように
取り組みました。 

＜振り返り②：1日目 民宿前川での懇親会にて＞ 

 シェアされた気づき 

・ ああああ 

・ ああああ 

・ ああああ 

＜振り返り①：1日目 仲見世商店街にて＞ 

 シェアされた気づき 

・ ああああ 

・ ああああ 

・ ああああ 



祭り当日のプログラムについて 

学びを深める取り組みについて 
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＜振り返り③：全プログラム終了後 情報交流センターにて＞ 

「釜石まつりの魅力」 と 「より良い地域コミュニティのために必要なこと」について 

ワークショップ形式にて話し合いを実施。 

・ 釜石の人々は水産業で栄えて海の恵みへの感謝を感じている一方で、震災 

 で津波を経験し海の怖さを経験しているからこそ、海に対して「畏敬の念」が 

 あるのでは。そんなことを祭りを通して感じることができた（参加学生）。 

 

・ 担ぎ手の一体感がすごかった。掛け声や力水（地酒）も関連していると思う
（参加学生）。 

 

・ 釜石全体が海の文化とその神様のことを信じており、担ぎ手も住民も同じよう 

  に尊敬していること（参加学生）。 

「釜石まつりの魅力」 

・ 釜石の地域活性のために地域外の人を巻き込むときに、その人が釜石の人々 

 に信頼してもらえるよう、まずは自分自身が釜石の中で信頼を得られるように、 

 日々信頼を積み重ねることを大切にしていきたい（現地コーディネーター）。  

 

・ 祭りの認知度を上げ、リーダーシップをもって時代の変化に柔軟に対応し、 

 女性や外国人など含めた外からの人をどう取り込めるかがポイントだと思った 

（参加学生）。 

 

・ 少子高齢化や震災の影響がある中で、地域の良さを残したまま、外の人を受 

 け入れていくことが必要だと思った（参加学生）。 

「より良い地域コミュニティのために必要なこと」 



事後アンケート・満足度調査（独自調査）の結果 

コメント 

・ 釜石の海や人の繋がりが文化として祭に結び付いていると感じた。 

・ より身近にお祭り（文化）に触れて港町（三陸）の素晴らしさが海と直結 

 して感じられた。 

・ 漁師さんの格好良さ。色々な漁師さんに会ってみたいと思った。 

・ オイスターバーなどで産地を気にするようになると思います。地域やその特産 

 物に愛着が持てるようになりそう。 

・ 釜石に暮らす人々のパワーやエネルギーが感じられた。 

・ 「祭り」の存在感。祭りが元気や活力を生み、この祭りの担い手も観ている 

 人も活力を受け取っているんだなと思いました。 

・ 地域にとってのお祭りの意義や役割、地域の特性や経緯を考えるきっかけに 

   なった。 

・ 釜石まつりでは、神や伝統といった文化が共同体の中で生き続けているのを感 

 じた。 

・ 実際にお神輿に向かって拝んでいるのが高齢者ばかりで、祭りをやることの意 

   義の継承も必要だと感じた。 

・ 地域の祭りの担い手が減少する中で、地域の祭りを継承していくためには、 

 地域の外からの参加者の存在が不可欠で、外部からの視点でその祭りの 

 良さを発見し、盛り上げていくことが大切だということ。 

・ 釜石という街自体の魅力、祭が人をつなぐものということ。 

・ 外部のものが祭りに参加しても受け入れてくれる地域の懐の深さは、今後大き  

   な力になると感じた。 

今日の体験で気が付いたこと、思ったこと、驚いたこと 
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※プログラム開催後に行った、参加者への任意満足度調査への回答を、事後アンケートに併せて記載。 



コメント 

・ 漁師の気概を知ることが出来た。 

・ 漁師さんと話せたこと。漁師さんのかっこよさ、優しさを感じた。 

・ 神様を祭る系の祭りは初めての経験だったが、感動した。 

・ 釜石中や小学生と会話できたこと。祭りのイロハを教えてくれました。 

・ 地域で釜石まつりが大切にされていることを体感できて良かった。 

・ 釜石の一体感や神様に対する共通意識、祭りの複雑さなどを深く知ること  

 ができた。 

・ 祭りの歴史やストーリー、地域の人の関わり方について垣間見ることが出来 

 ました。 

・ 釜石まつりに参加してみて、高齢者が多いのかなとは思っていたが、若い人が 

 多く参加しているのを見ることができて良かった。また、実際にお祭りを観ている 

 人が拝んでいて、本当に信仰しているのが伝わった。 

・ 釜石がまだまだ元気なまちだということが知れました。特に舟に乗らせてもらった 

 時には釜石の人たちの優しさ、おおらかさを知ることが出来ました。 

・ 実際にお祭りの中に入って体験して、釜石市の活気の良さを改めて感じる 

 ことができた。 

今日の体験で出来て良かった、知って良かったこと 
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事後アンケート・満足度調査（独自調査）の結果 

※プログラム開催後に行った、参加者への任意満足度調査への回答を、事後アンケートに併せて記載。 



満足度調査（独自調査）の結果 

コメント 

・ 祭に参加できた点。漁師さんの船に乗せてもらえた点。 

・ 実際に祭に参加できたこと。私たちのような外部の人間でも受け入れていた 

   だき、現地の方々と同じように祭に参加出来たことが学びに繋がったと感じて 

   います。 

・ 仲見世商店街などまつり以外の町の取り組みが見学できて、地域がより身近 

   に感じられたこと。 

・ 両日通して、普段釜石にいても体験できないようなことが出来た点。 

・ 違う視点で体験した人と意見や感想を共有できた点。 

・ 学生同士だけの交流だけでなく、年齢や立場の垣根を超えて様々な方と交 

   流できる機会があったこと。 

良かった点 

改善点 

・ 交流会の場では、より多くの人と交流できるように、もっと席のシャッフルを行 

   なっても良いと思った。 

・ まつり関係者や他の参加者とも関わり、交流したい。 

・ 祭のあとにも地元の人の話を聞く機会があればよかったと思います。 

・ 欲をいえば同じ参加者ともっと交流をしたいと思っていました。 

※プログラム開催後、参加者に任意で本企画全体について満足度調査への回答をお願いしました。 
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数値結果 
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※任意回答で18名中10名の方から回答をいただきました。 

※縦軸：人数 横軸：満足度ポイント 
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1 2 3 4 5

曳舟まつり体験または観覧の満足度 港から観覧 漁船から観覧 祭りの船に乗船 
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今回の企画の全体の満足度 

回答者（参加者の半数以上）が 

企画全体に対して非常に満足している、

または、満足していると回答。 

満足度調査（独自調査）の結果 

非常に不満足 普通 非常に満足 

非常に不満足 普通 非常に満足 



数値結果 
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尾崎白浜での漁師さんとの懇親会の満足度 
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仲見世商店街見学の満足度 

※任意回答で18名中10名の方から回答をいただきました。 

※縦軸：人数 横軸：満足度ポイント 

満足度調査（独自調査）の結果 

非常に不満足 普通 非常に満足 

非常に不満足 普通 非常に満足 



数値結果 
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民宿前川での懇親会・宿泊の満足度 
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本企画を通じて、釜石に対する愛着は高まりましたか？ 

※任意回答で18名中10名の方から回答をいただきました。 

※縦軸：人数 横軸：満足度ポイント 

満足度調査（独自調査）の結果 

非常に不満足 普通 非常に満足 

非常に不満足 普通 非常に満足 



数値結果 
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また釜石まつりに行ってみたくなりましたか？ 
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今後、他の地域のお祭りにも参加

してみたくなりましたか？ 
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マツリズムを友人に勧めたいと思いますか 

※任意回答で18名中10名の方から回答をいただきました。 

※縦軸：人数 横軸：満足度ポイント 

満足度調査（独自調査）の結果 

非常に不満足 普通 非常に満足 

非常に不満足 普通 非常に満足 



PRについて 

【成果】PR動画 

No. 掲載箇所 再生回数 掲載URL 

1 Facebook 820回 https://goo.gl/vz3T7g 

2 YouTube 120回 
https://www.youtube.com/watch?v=PF

OjmNLfgKo 
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https://goo.gl/vz3T7g
https://www.youtube.com/watch?v=PFOjmNLfgKo
https://www.youtube.com/watch?v=PFOjmNLfgKo


PRについて 

【成果】メディア掲載（表敬訪問） 

No. メディア名 媒体手段 掲載日 

1 復興釜石新聞 新聞 2018年9月1日 
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PRについて 

【成果】メディア掲載（祭り本番） 
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No. メディア名 媒体手段 放送日・掲載日 

1 岩手日報 新聞 2018年10月21日 

2 復興釜石新聞 新聞 2018年10月24日 

3 IBC岩手放送 テレビ 2018年10月30日 

4 NIPPON TABERU TIMES 
Web
（http://taberutimes.com/p

osts/31285） 

2018年12月3日 

 岩手日報 



PRについて 

【成果】メディア掲載（祭り本番） 

Copyright 2018 一般社団法人マツリズム All Rignts Reserved. 21 

 復興釜石新聞 



PRについて 

【成果】メディア掲載（祭り本番） 
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 NIPPON TABERU TIMES（プログラム参加学生が執筆、文章のみ抽出） 

 



PRについて 

プレスリリース 

＜プレスリリース日＞2018年9月14日（金） 

＜プレスリリース配信先件数＞ 256件 

振り返り 

 前日まで粘って最終的に3社（うち1社はテレビ局）に来てもらい、取り上げていただけた。 

 

 十数か所のメディアにアプローチをかけたが、結局IBC岩手放送以外はローカル新聞社のみ

の取材訪問となった。岩手県内でも取材エリア外というところもあったので、フリーペーパーな

どローカル冊子等も含めて、来年度実施の際は釜石まで取材に来てくれる可能性のあるメ

ディアがどこなのかを早く明らかにしておく。 
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【振り返り】企画概要・コンテンツについて 

 熱海こがし祭りプログラムでは最大の反省点だった現地コーディネーターとの連携が今
回上手くいった。 

   最初に一緒にプログラムを構想し気持ちを合わせるところからスタートし、早い段階で仕 

   事として正式に依頼し て、遠隔でも密にコミュニケーションを取っていった結果、人の紹介 

   や現地のプログラム 調整など必要な協力を十分に得られた。 

 

 マツリズムとしては今回のように行程が複雑なプログラムは初の試みで、調整が大変
だったが、当日概ね上手く進行でき、満足度が高く終えられた。  

 

 漁師との交流会など、地元の人たちとの接点を設けられたことが良かった。  

      一方で、漁師さんとの交流については学生によって交流に偏りがあったので、  

      次回は積極的にコミュニケ―ションを取りやすい席の配置を考える等、工夫していく。 

 

 参加人数について、 祭り中や移動中に適宜ガイドをしたり、地元の方や参加者同士の
交流を深めたりすることを考えると、20名だと多いと感じた。 

      次回同様のプログラムを行う場合は、10名～15名程度で実施することや、スタッフを増 

   強するなども検討したい。 

 

 費用については、マツリズム側で衣装準備等を行ったりと、コストを最小限に抑える工夫
はしたが、 特に大学教授から「参加ハードルを下げるためにもっと費用を抑えられないか」
という要望を何度かいただいた。 

   今回聖学院大学で実現できたように、来年度は交通費補助が出るように早めに 

      大学との調整を進めるなど、出来る工夫をしていきたい。 

 

 オリエンについては一部の参加者は事前と当日で2回受けることとなったり、当日のみの
人もいたなど、情報理解にばらつきが見られた。 

来年度はオリエン以外にも参加者全員に事前に地域や祭りについてインプットしても 

らうようにして、当日は「体験」に集中できるようにプログラムを調整していく。 

 

 要所要所で個々の体験を共有してもらったことで、一人では体験しきれないことを理解
してもらうことができた。 

   一方で、最後の振り返りはその場の空気感や状況に合わせて短縮したこともあり、共 

   有してもらった皆の気づきを「自分ごと化」するところまで取り組めなかったので、次回プ 

   ログラムの中にワークショップを取り入れるをやる際は、状況に合わせつつも最大の 

   効果が出せるよう、進行パターンを2パターンほど予め準備しておきたい。 

   また、ワークショップの設計についてジグゾー法とかワールドカフェとか、こちら側の意図 

   をあらかじめ方伝えておくことで、参加者が取り組みやすいよう工夫したい。 
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 マツリズムとして初めて親子向けにイベントを開催。子どもが理解できるように、言葉だけ
に頼らず、五感で感じて学習・体験できるようなコンテンツづくりを徹底できたことが良
かった。 

 

 オリエンテーション参加者を祭りへの参加に繋げられなかった。 

  集客開始が遅れたことも大きな要因だが、日程の組み方にも改善の余地があるため、 

  次回は参加のしやすさも考慮していく。 
 

  大人向けツーリズムでは祭りに興味関心のある本人が事前に学びに来るので参加が比較的スムーズ。 

   一方で、親子を対象とする場合、夫婦間の予定を調整して親御さんが子どもを連れて出掛けることが 

     大変であったり、子どもの習い事等で土日が忙しい傾向があることがわかった。 

  そのため、参加のしやすさを考慮して、1日完結で祭り当日にガイドでの学び、祭り参加での体験という 

  要素の盛り込み方が良いのかもしれない。 

 

 上記以外にも、参加を判断する親御さんにとって、行きたい／行きやすいと思ってもら
える要素が不足していたため、次回は重要な検討項目として抑えていく。 

 

    ＜要因①＞情報の曖昧さ 
     ・ ターゲティング：「小学生」という括りが曖昧すぎた。 

     ・ 詳細の詰め：チラシだけを見て当日行けば良いという状態ではなかった。 
 

    ＜要因②＞参加費の高さ 
     ・ 参加前は、参加費が高く感じるという指摘あり。 

        →ランチ代・保険代・町内会への寄付金の実費を参加費にしていて、自主運営した場 

        合は利益が出ない状況なので、これ以上参加費を下げる判断はしにくい。 

        どのように寄付金への理解をしてもらえるかが課題になるか。   

 

 想定外のことが起き、地域交流の機会が予定より少なくなってしまった。 

  今回の企画に際し、マツリズムとしては初めて子ども会と連携をおこなったが、準備段階 

  のコミュニケーションが不十分であった。 

  次回はリスクヘッジした内容も含めて調整を進めていく。 

 

 祭りの担い手、熱海側の協力サポーターを巻き込みきれなかった。 

  次回は最初に十分にコミュニケーションを取り、お願いできること（経験・スキル）と、 

  どの程度関わりたいかの意思を確認してから動いていく。   



【振り返り】集客について 

参加募集チラシ 
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集客活動の動き 

8月2日    ｜現地コーディネーターに集客協力依頼（早稲田大学・聖学院大学へのアプローチ開始） 

8月30日  ｜岩手大学教授A・教授Bに集客協力依頼 

9月7日    ｜早稲田大学教授に集客協力依頼 

9月13日  ｜大正大学にて先行告知 

9月14日  ｜プレスリリース、募集開始 

       （媒体告知、説明会、個別アプローチをスタート） 

          ※媒体告知：Facebook、Twitter、海の祭ismサイト、 

                  マツリズムホームページなど 

9月19日  ｜岩手大学教授Cに集客相談 

9月25日～9月30日｜Twitter広告 

9月28日  ｜英語版チラシ（左画像参照）を岩手大学に設置 

10月5日  ｜聖学院大学にて告知 

10月10日｜岩手大学教授Dに集客協力依頼 



【振り返り】集客について 

参加家庭の属性・参加ルート 

参加目標人数20名に対して18名の参加と、概ね達成。 

振り返り 

 マツリズムとしては初めて大学経由（教授・職員経由）での集客を行い、参加者を集めることができ

た。 

   一方で、集客スケジュールが7月はテスト期間、8月・9月は夏休みといった大学生のスケジュールを 

   把握した上でのものではなかったので、次回実施の際はそれを考慮した上で、集客スケジュールを 

   引く（但し、釜石まつりの開催日程の確定自体が8月以降だったりもするので、それより早くプログラム 

       告知を始める場合は工夫が必要）。 

 

  今回釜石に繋がりのある大学にアプローチした、3大学（5名の教授・職員）と繋がることができた。   

   大学経由で募集をかけたのにも拘らず、集客開始が夏休みと被ってしまったこともあって最後まで集客  

   に尽力する形になったが、上記記載の通りスケジュールを工夫するだけでなく、次回はアプローチする 

       大学を増やすことも検討する。 

No.  属性① 属性② 人数  参加ルート 

1  聖学院大学 人間福祉学部児童学科 1名 

大学教授・ボランティアセンター
職員経由  

※交通費補助制度を利用 

2  早稲田大学 政治経済学部経済学科 1名 大学教授 経由 

3  岩手大学 
人文社会科学部 

うち4名は水産系のゼミ生 
5名 大学教授 経由  

4  岩手大学 農学部水産システム学 6名 大学教授 経由 

5  徳島大学 総合科学部社会創生学科 1名 現地コーディネーター 経由 

6  慶應義塾大学院 政策・メディア研究科 1名 知人からの紹介 

7  社会人 ー 3名 直接声掛け 
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 集客開始が大幅に遅れた。 

    熱海銀座の子ども会側で調整に時間がかかり、コンテンツ確定まで集客開始を待ってしまったが、 

     次回は調整の進め方や情報の書き方を工夫して、スケジュール通りの運用を行う。 

 

 新規アプローチの工夫が不足していた。 

    ① 広報基盤が整っていなかった 

        これまで大人向けのツーリズムをFacebook経由で募集していたため、他のSNSや ホームページか 

              ら集客できるような基盤を整えられなかった。今後は広報の基盤を整えることを行っていく。 

 

    ② ターゲットへの直接アプローチの機会が少なかった 

        参加募集のチラシは殆ど配布するだけという形に留まってしまい、集客に繋がらなかった。 

              次回は直接対象者にプレゼンテーションできるような既存の場を探して声掛けを行う。 

 

      ③ 誰が情報発信すると効果的に集客できるかの発想が不足していた 

       親子向けのイベントが初めてだったため実績がなく、ネットワークも少なかったため集客に苦戦。      

                次回は「誰が情報発信すると安心感があり、興味を持ってもらいやすいか」の視点を持って、 

       例えば子ども関連の団体と連携にしてその団体内のイベントとして開催したり、地域の人や団体 

                からも参加者募集の情報発信をしてもらったりと工夫を凝らしていく。 



実施報告会について 

イベント概要 

イベント名称 
海の祭から地域の『ルーツ』を探るin釜石 

実施報告会 

開催日程・ 
場所・ 
各参加人数 

2018年 

・12月11日：聖学院大学（埼玉県上尾市）10名 

・12月19日：岩手県釜石市              

     （市役所 4名、地域交流センター2箇所 17名） 

・12月20日：岩手大学（岩手県盛岡市）7名 

2019年 

・1月26日：マツリズム主催イベント「祭サミット」 65名 

参加者 

大学生、社会人（釜石市の行政職員、釜石市の人々、大
学教授、大学職員、釜石まつり以外の祭の担い手、他の祭
のツーリズム参加者 など） 

参加者合計 上記6箇所で計103名 

実施内容 
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※報告会の参加者の属性に合せてそれぞれ別の内容を扱っていますが、 

  下記にまとめて記載。 

 

 実施したプログラム内容の報告 

 制作したPR動画の上映 

 プログラムに参加した学生を囲んで、体験したことについてのトークセッション 

 プログラムに参加した学生による感想シェア  

 祭の未来を考えるディスカッション 

※もともとの助成事業実施期間は2018年12月31日まででしたが、 

  期間の延長申請の承諾を受け、2019年1月26日の「祭サミット2019」の人数も合算しています。 



当日の様子（聖学院大学・釜石市・岩手大学にて） 

聖学院大学にて 聖学院大学にて 

岩手県釜石市にて 岩手県釜石市にて 

岩手県釜石市にて 岩手大学にて 
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実施報告会について 
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祭サミット2019とは 

実施報告会について 

マツリズムが関わる祭りの担い手を中心に、ワークショップ形式で祭の未来を考え
るマツリズム主催イベント。 

昨年度の初開催に続き、今回で2回目。 

「誉れ」というテーマのもと、祭りの担い手と各祭りのツアー参加者が交流する形
にし、祭りの大切さを再認識する機会をつくりました。 

当日は熱海こがし祭りと釜石まつりの担い手を含め、全国8箇所の祭りの担い手
が参加。また、熱海こがし祭りのプログラム参加者(親御さん）や釜石まつりのプ
ログラム参加者（学生）も本イベントに参加し、祭りの担い手とともに祭の未来
を考えました。 



当日の様子（祭サミット2019~誉れ~） 
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実施報告会について 

2018年度活動報告 海プロに参加した学生 気付きシェア 

熱海こがし祭りの担い手 登壇 釜石まつりの担い手 登壇 

集合写真（第一部） 集合写真（第二部） 


